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制御工学における
　　安全工学教育について

眞田　一志
Kazushi Sanada

横浜国立大学　大学院工学研究院　教授

著者は、大学で機械工学を専攻する学生に
向けた制御工学の教育に携わっている。制御
工学は、機械工学だけでなく、電気電子工学、
通信工学、化学工学などさまざまな分野を横
断的に取り扱う学問である。制御工学は、オー
トメーションに代表されるように、機械など
を自動的に動かすための工学技術の一つであ
る。最近では車の自動運転のように、人が密
接に関与する自動制御に発展し、安全の視点
からの技術開発も盛んにおこなわれている。

大学の学部における制御工学の講義では、
フィードバック制御が主要テーマの一つであ
る。例えば、部屋を冷房するクーラーを考え
てみよう。リモコンで希望の温度を設定する
と、クーラーは冷気を送り出し、部屋の温度
を下げる。クーラーは部屋の温度をセンサで
検知し、部屋の温度が設定温度より高い場合
は冷気を強く送り出す。反対に、部屋の温度
が設定温度より低ければ、冷気の強さを弱め
る。このように、部屋の温度をフィードバッ
クし、部屋の温度が設定温度に近くなるよう
に自動制御が行われる。フィードバック制御
の最大の課題に、安定性がある。フィードバッ
ク制御の安定性が十分に確保されていない

と、冷気の強弱を繰り返すだけで、部屋の温
度が設定温度に落ち着くことはない。より悪
い状況として、フィードバック制御系が不安
定な場合には、冷気の強弱の調整が効かず、
冷気を強くするだけ、あるいは冷気を止めて
しまうだけの、一方的な運転に終始すること
になり、これではもはやクーラーを使うこと
ができない。

自動制御では「安定性」という概念で、も
ともと安全性を考慮した設計の考え方が含ま
れているといえるのではないだろうか。自動
車やより大きな機械を制御する場合には、
フィードバック制御系の安定性は、人や機械
や安全に直接かかわる重要な設計仕様であ
る。大学における制御工学の講義では、フィー
ドバック制御系の安定理論について多くの時
間が割かれているが、機械の安全性の観点か
らの講義がますます必要になってきたと考え
られる。

自動制御と安全工学とのかかわりは非常に
重要であり、これらの概念は、将来を担う学
生にもぜひ理解していただきたい項目であ
る。著者も、大学教員の一人として、地道な
努力を続けていきたい。


